
第３回市民ワークショップの報告 

テーマ：「自衛隊員との交流促進」の方策について 

 「構想」の導入機能 自衛隊員との交流促進の方策 
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ホール・音楽機能 ・市内７校の少数校をまとめ５校程度に編成。基地内で

１校ずつ父兄職員を集め、昼食会を行う。 

・余芸大会へ出演してもらう。 

・自衛隊の音楽隊や歌手による演奏会やコンサートを開

催する。現在も行われている自衛隊コンサートを２～

３回行う。 

・音楽隊による小・中・高校生吹奏楽部への実技指導。 

・自衛隊員と市民、小中学生の合同演奏会。中高生との

ブラスバンド交流。保、幼、小、中、高との交流。 

・自衛隊員ｖｓ境港市民「○○大会」（例：のど自慢） 

・ミニコンサート（ホール規模にあったもの、楽器を限

定したものなど）の開催。季節ごとや、クリスマスコ

ンサートなど。邦楽の演奏を。 

・市民と自衛隊員の交流を目的としたお祭りの開催。全

ての施設を利用して行う。 

 

図書館機能 ・自衛隊の特設コーナーを設置する。防災、自衛隊に関

する図書を置く。広報広場、美保基地の歴史を展示す

る。境港市図書館の特徴とする。 

・質問箱の設置。 

・中学生の職場体験。隊の中に来てもらう。 

・屋上に救急ヘリコプターが着陸できる場所を。 

・地区毎の、空から見た境港市の写真を展示。 

・災害時の記録。 

・高齢化が進むので、移動図書館が必要。自衛隊基地内

や官舎内にもステーションができたらよい。 

・境港読書祭りの読み聞かせコーナーで絵本を読んでも

らう。（読みメン）子供たちとの交流。保育園、小学校

単位で参加させる。パイロットの服装でひこうきの絵

本の読み聞かせ。 

 

美術展示機能 ・自衛隊員の美術品を展示会、作品発表会の開催。（絵画、

書、木工品、陶芸など） 

・自衛隊員との県人会交流。 

・防衛展の開催。 
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会議室機能 ・市民向けの講演会。自衛隊の裏話や苦労話など。女性

隊員の方から講演していただきたい。 

・退職後も境港に居を構えられている方が多いようだが、

隊員の方の境港市への思い、感想をお聞きする会など

もあればよい。 

・映画上映会。災害時の活動の様子などのフィルム上映

やトーク。 

・災害等派遣時の報告会や意見交換。 

・災害について講習会の開催。自衛隊に講師をしてもら

う。 

 

その他 

（カフェ，ロビー） 

・自衛隊食堂の内容をＰＲし、格安で提供する。 

・自衛隊員との将棋大会。 

・部隊の既設チームとのスポーツ競技対戦。 

・女子会と自衛隊の婚活。若い自衛隊員と市民（女性）

の出会いの場を。 

・ビアホールの設置。 

・施設内にトレーニングルーム（シニア用）を設置。ト

レーニングルーム内での交流。 

・非常食の販売。缶詰など。 

・料理教室。炊出しメニューや海軍カレーなど。 
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体育館 ・大縄跳びや綱引きなど、いろいろなスポーツ（屋内・

屋外）で交流する。月例のスポーツ大会とし、毎月種

目を変える。自衛隊との対抗戦や地区対抗戦、混成チ

ームを編成してなどで行う。 

・市全体の市民運動会を開催する。 

・美保基地の各種大会に利用させてほしい。 

・各地区の運動会に自衛隊家族のテントを作ってみては

どうか。 

・自衛隊の協力を得て防災訓練を行う。サバイバル的な

ものも含める。指導してもらう。 

・鬼太郎駅伝に地元チームの参加はもちろん、地方の自

衛隊チームの参加を要望する。地元がにぎわう。 

・スポーツ教室。遊びの延長的なものでもよいと思う。 

・市民・自衛隊とも意識改革をして、交流促進を図る。 

・自衛隊の祭りに境港ならではのステージ発表を 

 

 

 



屋根付き広場 ・自衛隊内で行われている盆踊り大会を、竜ヶ山周辺で

市民交流の大会にしてはどうか。市全体の納涼祭や盆

踊り大会として行ってはどうか。 

・屋根付き広場をスタートに、健康ウォークや周辺を走

るミニ駅伝。地区対抗、自衛隊ｖｓ市民など。 

・各地区との交流。ゲートボール、グランドゴルフ、ゴ

ルフなど。 

・防災拠点及び訓練交流。避難食炊飯体験や防災に対す

る話を聞く。 

・少年・少女スカウト等の交流。キャンプなど。子ども

との交流を盛んに。 

・市民と自衛隊員との運動会。（市民ｖｓ自衛隊ではなく、

同じチームで） 

・防衛グッズを含むフリーマーケット。 

・いきいき浜っ子での自衛隊による出店、演芸。 

 

宿営機能 

（駐車場整備） 

・自衛隊の基地の中に一般市民が宿泊できる施設があれ

ばよい。体験宿泊的な交流。 

 

 

 


